
ユーザー・マニュアル 



はじめに

この度はAguilar AG 700ベース・アンプ・ヘッドをお買い求めいただき、誠にありがとうございます！

AG 700は人気モデルのAG 500譲りのクリアなサウンド、幅広いダイナミック・レンジ、高いレスポンス
性能に加え、より豊かなローエンドと余裕のヘッドルームを備えています。本機は4Ωまたは2.67Ω駆動
時には連続700Wものハイパワーを引き出すソリッド・ステート・アンプで、驚くほど柔軟性の高いEQやシ
リーズ接続のエフェクト・ループ端子、XLRバランス出力、リアパネルには２系統のSpeakonスピーカー・
コネクターを装備し、それでいて重量はわずか2.22kgという軽量設計を実現しました！
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安全上のご注意
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使い始める

A. 本マニュアルについて
本マニュアルでは、AG 700のノブやスイッチなど実際のコントロール類の名称をイタリック（斜体）
で表記します。

B. ベーシック・セットアップ
電源電圧：AC100〜240V、50/60Hz
電源ヒューズ：T 6.3A/250V
最大消費電力：835W

本機はユニバーサル電源を搭載し、100〜240V、50または60HzのAC電源に対応しています。

本機のスピーカー・アウトとお手持ちのスピーカー・キャビネットをスピコン（Speakon）ケーブル、
またはスピコン→1/4インチ・フォーンまたはバナナ・プラグなど、お手持ちのキャビネットのスピー
カー・ジャックに合ったケーブルで接続します。また、スピーカー・ケーブルは12ゲージ（AWG#12）
や、それ以上の太さのものをご使用ください。

本機の出力は、接続するスピーカー・キャビネットのインピーダンスによって次のように変化します：

8Ω（8Ωキャビネット1台）：350W
4Ω（4Ωキャビネット1台または8Ωキャビネット2台）：700W
2.67Ω（8Ωキャビネット＋4Ωキャビネット各1台または8Ωキャビネット3台）：700W

本機とコンセントを付属の電源コードで接続します。

楽器を接続します。

MASTERボリュームとGAINを下げ切ってから本機の電源を入れ、次の操作をします：

1. 楽器を演奏しながらGAINを徐々に上げていきます。

2. 出力の大きな楽器を接続している場合、-10dBスイッチをオンにしてインプット回路でのクリッ
プを防ぐことができます。このスイッチはインプット・ジャックの上にあります。

3. MASTERボリュームを徐々に上げていき、適度な音量に調節します。

C. 保護機能

本機は複数の保護回路を内蔵し、通常の動作範囲を超えた場合にアンプを破損などを防ぐように
なっています。保護回路には過電流保護、過熱保護、DC（直流電流）、HF（高周波）検出回路がありま
す。これらの回路が作動した場合は、アンプの出力が制限されるか、場合によってはアンプがシャット
ダウンします。シャットダウンした場合、アンプが即座に再起動を試みて状況が改善されているかどう
かをチェックします。また、シャットダウンした場合はOPERATEとSTATUSのLEDが消灯します。
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各部の機能とスペック

A. フロントパネル

インプット・パッド：

-10dB

EQセクション：

BASS：±17dB @ 40Hz
DEEP：+6dB < 250Hz（250Hz以下を6dBアップ）
LOW MID：±15dB @ 300Hz
HIGH MID：±14dB @ 800Hz
TREBLE：±14dB @ 4kHz
BRIGHT：+6dB > 3kHz（3kHz以上を6dBアップ）

CLIPライト：

CLIPライトが赤く点灯した場合、プリアンプ部でクリップ（歪み）が発生しています。これは、インプット・パッ
ドやGAINノブ、トーン・コントロール（EQセクション）、ベース本体のボリュームによって点灯状況が変化し
ます。プリアンプ部での歪みが起きても、本機がシャットダウンしたり破損したりすることはありません。

エフェクト・ループ・セクション：

エフェクト・ループ・セクションはスタジオ機器のようなラック・エフェクト（定格入力レベルが+4dBu）との
接続を前提にしたものです。また、エフェクト・ループはシリーズ接続です。コンパクト・エフェクターなどの
ペダル・エフェクトは本機の前段でのご使用（最終エフェクターのアウトを本機のインプットに接続）をお勧
めします。

D.I.セクション：

D.I.定格出力レベル：-20dBu

D.I. PRE/POSTスイッチ：

PRE：GAINとEQセクションの前段の信号がXLRアウトから出力されます（インプット・パッド（-10dBス
イッチ）の設定は反映されます）。
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POST：GAIN、EQセクション、エフェクト・ループの信号がXLRアウトから出力されます。この設定の場合、
MASTERボリュームはスピーカー・キャビネットへの出力レベル調節のみを行い、XLRアウトには反映さ
れません。

LIFT/GND：D.I.アウト（XLR）を使用している時にハム・ノイズが聞こえる場合、グラウンド・ループが発生
している可能性があります。このような場合の多くはLIFT/GNDスイッチで解消できます。

本機は、レコーディング時などスピーカー・キャビネットを駆動していない状態でも安全に動作してXLRア
ウトからの信号を出力することができます。このような場合は、本機のリアパネルのスピコン・コネクター
からスピーカー・ケーブルを取り外し、XLRアウトからレコーディング機器やオーディオ・インターフェイス
などに接続してください。

注意：本機はD.I.アウト（XLR）にファンタム電源を受けても破損することはありません。ファンタム電源は、
コンデンサー・マイクなど電源供給が必要なマイクをミキサーに接続した場合に使用します。ファンタム電
源はミキサーのパネル面などに「48V」とプリントされていることが一般的ですが、本機の場合はファンタ
ム電源を使用する必要はありません（使用しても何も変化しません）。

B. リアパネル

スピーカー・アウト：

スピコン・コネクターが2系統あります。キャビネットを複数組み合わせて使用する場合、合計インピーダン
スが2.67Ωを下回らないようにご注意ください。スピコン・コネクターは2極で+1、-1ピンを使用してい
ます。

チューナー・アウト：

1/4インチ（6.35mm）ジャックです。アンプをミュートしている状態でも、チューナー・アウトからは信号
が出力されます。



●サービス・センター：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1-18-16 KORG桜上水ビル2F

© 2017 KORG INC.

アフターサービス
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